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貝
塚
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
営
住
宅

建
替
工
事
に
先
立
ち
、
一
九
九
六
年
一
二

月
よ
り
、
東
遺
跡
発
掘
調
査
（
調
査
面
積

約
九
○
○
㎡
）
を
実
施
し
て
き
た
。

調
査
で
は
、
明
治
時
代
の
遺
構
、
江
戸

時
代
の
土
坑
・
粘
土
採
掘
土
坑
、
中
世
二

五
世
紀
）
の
集
落
跡
の
北
端
部
を
検
出
し

た
。
特
に
、
一
五
世
紀
の
集
落
で
は
、
集

落
を
区
画
す
る
溝
、
生
活
用
の
井
戸
、
獣

骨
の
つ
ま
っ
た
土
坑
を
発
見
し
た
。

中
世
の
集
落
は
、
調
査
区
南
半
に
お
い

て
発
見
し
た
。
そ
の
内
、
東
部
で
は
集
落

の
北
限
を
区
画
す
る
と
見
ら
れ
る
溝
（
長

さ
一
一
腕
、
幅
一
一
・
五
肝
、
深
さ
一
一
○
ｍ
）
、

石
組
の
井
戸
（
直
径
一
腕
、
深
さ
二
・
七

尻
）
を
発
見
し
た
。
溝
、
井
戸
か
ら
は
、

’
五
世
紀
ま
で
の
土
器
が
多
数
出
土
し

た
。西
部
で
は
、
獣
骨
の
つ
ま
っ
た
土
坑
を

発
見
し
た
。
土
坑
は
直
径
四
厨
、
深
さ
三

○
ｍ
を
測
る
。
土
坑
の
底
に
灰
色
土
を
敷

き
詰
め
た
後
、
牛
骨
を
主
体
と
す
る
獣
骨

を
破
棄
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
周
辺
に
存

在
す
る
基
盤
土
層
と
類
似
し
た
黄
色
粘
土

貝
塚
で
獣
骨
の
つ
ま
っ
た
中
世
士
坑
、
発
見

◆
コ
メ
ン
ト
◆

松
井
章
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
官
）

に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に

埋
め
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
獣
骨
の
他
に
一
五
世

紀
ま
で
の
土
器
等
が
多
数
出
土
し
た
。
ま

た
、
土
坑
を
掘
り
下
げ
た
後
に
、
そ
の
下

か
ら
獣
骨
が
埋
め
ら
れ
た
小
土
坑
二
×

○
・
九
腕
）
を
二
カ
所
発
見
し
、
少
な
く

と
も
三
回
獣
骨
を
破
棄
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

獣
骨
の
種
類
は
、
現
在
、
牛
、
鹿
を
確

認
し
て
い
る
が
、
洗
浄
作
業
の
進
捗
状
況

か
ら
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
地
で
は
一
五

世
紀
ま
で
に
中
世
集
落
が
形
成
さ
れ
、
獣

類
を
扱
う
職
能
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。

こ
の
成
果
は
、
部
落
問
題
の
歴
史
的
研

究
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る

も
の
で
、
全
国
的
に
み
て
も
最
大
級
の
価

値
あ
る
発
見
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
え
る
。

ｌ
部
落
史
研
究
艫
も
重
要
な
示
唆
Ｉ

日
本
の
土
壌
は
酸
性
が
強
く
、
骨
の
よ

う
な
有
機
質
遺
物
は
残
り
に
く
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
遺
跡
は
粘
土
質
の

水
分
の
多
い
堆
積
土
の
な
か
で
多
く
の
骨

が
出
土
で
き
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。従
来
、
報
告
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ

た
中
世
の
動
物
関
連
遺
跡
を
明
ら
か
に
で

き
た
意
義
が
高
く
評
価
で
き
る
。
、
中
世
後

期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
、
動
物
生
産

に
か
か
わ
っ
た
人
々
が
ど
の
よ
う
な
遺
跡

を
残
し
た
の
か
わ
か
る
例
は
初
め
て
で
あ

ろ
う
。

こ
の
土
坑
は
、
動
物
に
関
わ
っ
た
人
た

ち
の
生
活
が
わ
か
る
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

（
二
日
本
の
遺
跡
土
壌
で
は
残
り
に
く

い
動
物
遣
存
体
が
、
粘
土
の
適
度
な

湿
度
の
お
か
げ
で
腐
ら
ず
に
残
っ

た
。

（
二
）
自
然
に
は
割
れ
に
く
い
部
位
で
割

れ
て
い
る
。
最
も
堅
い
部
分
、
上
腕

骨
・
大
腿
骨
・
中
手
骨
・
中
足
骨
な

ど
が
、
半
裁
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
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◆
コ
メ
ン
ト
◆

藤
本
清
二
郎
（
和
歌
山
大
学
教
授
）

｜
私
は
、
こ
れ
ま
で
貝
塚
市
の
福
原
家

文
書
お
よ
び
熊
取
町
の
中
家
文
書
に
よ
っ

て
、
近
世
の
被
差
別
身
分
で
あ
っ
た
麻
生

嶋
村
（
現
、
貝
塚
市
東
地
区
の
母
体
）
の

形
成
や
生
活
、
差
別
の
状
態
、
岸
和
田
藩

に
よ
る
支
配
方
式
な
ど
を
研
究
し
て
き
た

が
、
近
世
の
麻
生
嶋
村
は
、
一
六
世
紀
の

半
ば
頃
（
中
世
末
期
）
、
現
在
の
円
光
寺
近

く
に
集
落
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
江
戸
時

代
を
通
じ
て
拡
大
、
発
展
し
て
き
た
も
の

人
為
的
に
解
体
が
な
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

（
三
）
ウ
シ
が
ウ
マ
に
比
べ
て
多
く
、
し

か
も
一
○
歳
以
上
の
老
齢
が
多
い
。

た
だ
し
、
第
三
大
臼
歯
が
萠
出
し
な

い
二
～
二
・
五
歳
程
度
の
固
体
も
含

ま
れ
る
。

（
四
）
シ
カ
。
イ
ノ
シ
シ
。
ス
ッ
ポ
ン
が

含
ま
れ
、
イ
ヌ
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
は
、
こ
の
遺
跡
に
居
住
し
た

人
々
の
食
生
活
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
五
）
付
近
を
流
れ
る
流
路
と
そ
の
岸
の

空
間
を
利
用
し
た
牛
馬
処
理
、
皮
革

加
工
に
適
し
た
立
地
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
、
考
古
学
的
所
見
か
ら

本
遺
跡
の
価
値
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ

ア
フ
。

貝
塚
市
議
会
が
所
蔵
し
て
い
る
『
村
会

議
事
書
類
綴
』
（
泉
南
郡
麻
生
郷
村
島
村
組

合
役
場
）
と
『
会
議
録
及
び
議
決
報
告
書

類
綴
』
（
貝
塚
市
議
会
）
の
中
か
ら
、
部
落

史
関
係
の
史
料
の
紹
介
を
す
る
。

以
上
の
議
事
関
係
書
は
次
の
よ
う
な
も

で
あ
る
と
の
結
論
を
え
た
（
拙
著
『
近
世

賎
民
制
と
地
域
社
会
』
清
文
堂
出
版
、
一

九
九
七
年
二
月
刊
）
。

二
今
回
発
掘
さ
れ
た
東
遺
跡
の
遺
構

は
、
こ
の
よ
う
な
文
献
（
古
文
書
）
に
よ

る
研
究
の
結
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
考
古
遺
物
に
よ
る
年
代
推
定
で
は
、

遺
構
の
一
部
は
一
五
世
紀
の
も
の
と
さ
れ

て
お
り
、
文
献
に
よ
る
一
六
世
紀
半
ば
頃

の
集
落
の
存
在
と
い
う
推
定
が
さ
ら
に
遡

る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
紀
ノ
川
筋
の

被
差
別
部
落
の
古
い
も
の
は
一
五
世
紀
前

半
に
遡
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
（
和
歌

山
県
の
『
那
賀
町
史
乞
、
十
分
に
あ
り
う

る
こ
と
と
判
断
さ
れ
る
。

史
料
に
つ
い
て

貝
塚
市
議
会
所
蔵
史
料
か
ら
ふ
た
貝
塚
の
部
落

の
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

各
年
度
予
算
書
、
決
算
書
（
一
九
二
五
年

ま
で
は
精
算
表
）
、
議
案
、
会
議
録
（
い
わ

ゆ
る
速
記
録
で
は
な
く
、
問
答
体
の
要
点

筆
記
『
各
年
度
村
・
町
役
場
事
務
報
告
書
、

工
事
費
内
訳
書
、
青
写
真
等
で
あ
る
。

な
お
、
収
集
し
た
史
料
は
麻
生
郷
村
島

村
の
分
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
か

ら
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
ま
で
、
貝
塚

す
な
わ
ち
今
回
の
発
掘
は
、
麻
生
嶋
村

は
一
五
世
紀
代
の
あ
る
時
期
に
、
当
地
へ

人
々
が
定
着
し
集
落
の
形
成
が
始
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
物
的
証
拠
の

可
能
性
が
あ
る
。

三
「
牛
骨
等
の
つ
ま
っ
た
土
坑
」
が
同

時
に
発
掘
さ
れ
た
事
実
は
、
’
五
世
紀
の

集
落
形
成
期
に
牛
や
鹿
の
解
体
と
関
わ
る

皮
革
業
が
展
開
し
始
め
て
い
た
こ
と
、
当

集
落
の
人
々
が
こ
の
職
業
に
従
事
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
中
世
皮
革
業

や
中
世
に
お
け
る
人
と
牛
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
る
有
力
な
手
が
か
り

が
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
当
集
落

住
民
の
こ
の
職
業
へ
の
従
事
は
、
草
場
権

里
上
龍
平
（
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
事
務
局
）

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
町
村
制

に
よ
っ
て
近
世
の
島
村
は
近
代
の
行
政
村

と
し
て
の
島
村
に
な
っ
た
が
、
財
政
上
な

町
の
分
は
麻
生
郷
村
島
村
組
合
を
合
併
し

た
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
（
’
九

四
三
年
か
ら
は
貝
塚
市
）
ま
で
で
あ
る
。

と
い
う
形
で
江
戸
時
代
に
継
続
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

四
今
回
の
発
掘
は
、
一
・
二
・
’
一
一
が
結

合
し
て
い
る
点
で
、
前
例
の
な
い
画
期
的

な
発
見
と
断
一
一
一
一
口
で
き
る
。
ま
た
今
日
、
近

世
遺
跡
の
発
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
近
世
被
差
別
身
分

の
集
落
に
関
わ
る
発
掘
調
査
は
、
日
本
で

初
め
て
で
は
な
い
か
。
確
か
な
成
果
が
あ

っ
た
初
め
て
の
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
事
例
を
き
っ
か
け
に
、
歴
史
学

の
文
献
研
究
と
考
古
学
の
発
掘
調
査
を
結

合
さ
せ
た
形
で
被
差
別
部
落
の
歴
史
や
生

活
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
が
広
ま
る
で
あ
ろ
う
。

島
村
晴
代
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ど
の
理
由
か
ら
隣
村
の
麻
生
郷
村
と
組
合

を
つ
く
り
、
組
合
村
会
を
持
ち
村
行
政
が

執
行
さ
れ
た
。

島
村
で
の
部
落
関
係
施
策
お
よ
び
事
業

に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

（
｜
）
島
村
屠
場

島
村
屠
場
が
村
営
で
設
立
さ
れ
、
島
村

屠
場
使
用
料
条
例
が
一
九
○
六
年
九
月
に

制
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
使
用
料
は

牛
馬
一
頭
二
円
以
内
、
犢
（
子
牛
）
・
羊
・

豚
一
頭
六
○
銭
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
度
予
算
で

は
、
歳
入
出
総
額
六
四
七
○
円
、
歳
入
の

う
ち
屠
場
使
用
料
五
一
八
円
（
成
馬
牛
一

頭
に
つ
き
一
円
四
○
銭
で
三
五
○
頭
、
犢

羊
豚
一
頭
に
つ
き
七
○
銭
で
四
○
頭
）
、
歳

出
は
屠
場
費
七
五
円
（
守
番
お
よ
び
掃
除

費
三
五
円
、
雑
費
四
○
円
）
と
な
っ
て
い

る
。

（
二
）
島
村
塵
芥
焼
却
塔
新
設
及
運
搬
夫

常
設
計
画
（
一
九
一
一
一
一
一
年
度
）

同
計
画
の
予
算
額
は
、
歳
入
と
し
て
国

庫
補
助
金
一
一
三
八
円
、
府
補
助
金
一
一
五
二

円
、
繰
越
金
か
ら
二
六
二
円
、
合
計
七
五

二
円
、
歳
出
は
汚
物
掃
除
費
と
し
て
、
雑

給
三
六
○
円
、
備
品
費
一
一
一
九
円
、
設
備
費

’
’
’
五
三
円
、
合
計
七
五
一
一
円
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
計
画
の
提
案
に
当
た
り
、
議
長
（
村

長
）
は
「
第
一
原
案
（
一
九
一
二
年
五
月

大
阪
府
社
会
課
に
申
請
し
た
）
二
対
シ
テ

ハ
御
承
知
ノ
如
ク
島
村
ハ
狭
陰
地
ニ
シ

テ
、
職
業
ハ
下
駄
表
製
造
一
一
付
キ
蘂
及
竹

ノ
皮
デ
ア
リ
、
廃
残
ハ
道
路
ナ
リ
構
内
へ

放
棄
ス
ル
ガ
自
然
腐
敗
シ
、
衛
生
上
有
害

ト
認
メ
該
計
画
シ
ダ
訳
デ
ア
ル
」
と
提
案

理
由
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
部
落
の
実

態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
｜
｜
｜
）
島
村
隣
保
事
業

一
九
一
一
一
一
一
・
二
四
年
度
の
二
年
度
に
わ

た
っ
て
、
島
村
隣
保
事
業
と
し
て
、
道
路

修
理
、
溝
修
理
・
竣
喋
、
溝
縁
付
が
行
わ

れ
た
。
一
九
二
三
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、

予
算
は
臨
時
部
に
計
上
さ
れ
て
総
額
二
四

五
○
円
、
歳
入
の
う
ち
国
庫
補
助
金
は
一

一
九
○
円
、
府
補
助
金
は
一
二
六
○
円
と

な
っ
て
い
る
。

（
四
）
地
方
改
善
事
業
（
’
九
二
五
年
度
）

地
方
改
善
事
業
の
名
称
が
は
じ
め
て
出

て
く
る
。
村
道
の
八
路
線
で
道
路
改
修
延

長
工
事
が
行
わ
れ
た
。
．

（
五
）
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
費

島
村
の
予
算
書
に
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
費

が
計
上
さ
れ
た
最
初
は
一
九
二
四
年
度

の
学
校
生
徒
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
費
の
一
○

円
で
あ
る
。
つ
い
で
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
度
に
伝
染
病
予
防
費
（
款
）
ト
ラ
ホ
ー

ム
予
防
誉
二
項
）
と
し
て
五
○
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
執
行
さ
れ
て
い
な
い
。
つ

い
で
一
九
二
八
年
度
に
は
六
○
円
計
上
さ

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
四
月
一
日
、

麻
生
郷
村
島
村
組
合
は
南
近
義
村
、
北
近

義
村
と
と
も
に
貝
塚
町
と
合
併
し
、
貝
塚

町
の
一
地
区
と
な
っ
た
。

二
）
貝
塚
町
屠
場

貝
塚
町
と
の
合
併
に
伴
っ
て
島
村
村
営

の
屠
場
は
貝
塚
町
営
と
な
り
、
使
用
料
条

例
（
牛
馬
一
頭
一
円
六
○
銭
、
犢
羊
豚
一

頭
八
○
銭
）
が
制
定
さ
れ
た
。
一
九
三
二

年
度
の
決
算
に
よ
る
と
、
屠
場
の
使
用
料

三
六
七
円
二
○
銭
（
成
牛
一
八
五
頭
、
犢

八
五
頭
『
歳
出
三
○
五
円
一
一
一
一
一
銭
で
あ
っ

た
。

’
九
一
一
一
二
年
一
○
月
二
一
日
に
新
し
い

屠
場
が
竣
功
し
た
。
経
費
は
二
○
三
五
円
、

主
な
支
出
は
建
築
書
二
六
七
五
円
八
五
銭

（
屠
室
、
井
戸
、
繋
留
場
、
屋
形
、
内
臓

検
査
室
、
そ
の
他
）
、
整
地
費
四
七
円
二
四

銭
（
盛
土
、
土
砂
止
〆
）
、
設
備
善
く
三
一
一
二

円
六
○
銭
（
台
秤
一
台
、
ト
ロ
ー
車
五
組
、

そ
の
他
）
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
翌
一
九
三

三
年
度
に
は
、
一
五
二
九
円
の
経
費
で
豚

れ
、
は
じ
め
て
府
補
助
金
一
八
円
が
つ
い

て
い
る
。

な
お
、
’
九
二
六
年
八
月
一
六
日
に
、

融
和
団
体
で
あ
る
泉
南
郡
誠
和
会
の
主
催

で
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

貝
塚
町
時
代

屠
室
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。

三
）
託
児
所
建
築

一
九
三
二
年
度
に
地
方
改
善
事
業
と
し

て
三
八
七
五
円
の
予
算
（
う
ち
一
九
一
一
一
七

円
府
補
助
金
）
で
、
本
館
三
八
坪
の
託
児

所
が
建
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
七
年

に
増
築
さ
れ
て
い
る
。

（
｜
｜
｜
）
ト
ラ
ホ
ー
ム
診
療

一
九
三
六
年
に
四
七
八
円
の
予
算
（
う

ち
府
補
助
金
二
九
円
、
府
公
道
会
補
助

金
一
○
○
円
）
で
ト
ラ
ホ
ー
ム
診
療
所
が

開
設
さ
れ
た
。
提
案
理
由
は
、
「
東
区
民
中

患
者
誠
二
多
数
、
此
ノ
侭
一
一
ナ
シ
置
カ
ン

カ
前
途
誠
二
憂
慮
二
堪
へ
サ
ル
、
区
民
ト

ハ
カ
リ
開
設
」
す
る
と
い
う
。
つ
い
で
翌

年
度
に
木
造
瓦
葺
二
階
建
、
階
上
八
坪
二

合
五
勺
、
階
下
一
○
坪
二
合
の
診
療
所
が

元
東
青
年
会
場
跡
に
建
築
さ
れ
た
（
建
築

費
は
融
和
事
業
施
設
費
と
し
て
、
託
児
所

増
築
費
と
と
も
で
四
○
○
○
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
府
補
助
金
が
一
九

七
○
円
で
あ
る
）
。

ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
事
業
と
し
て
は
、
’

九
四
一
年
二
月
二
一
日
か
ら
一
週
間
、

大
阪
府
指
定
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
撲
滅
集
団

一
斉
検
診
（
受
検
者
一
日
平
均
一
○
○

人
）
、
翌
一
九
四
二
年
一
○
月
二
七
日
に

は
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
助
成
市
町
村
治
療
が
行

わ
れ
、
四
一
二
名
が
治
療
を
受
け
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
’
九
四
一
年
会
計
（
決
算
）



大阪の部落史通信 (4)
で
は
国
民
病
と
い
わ
れ
た
結
核
の
予
防
費

が
三
○
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ト
ラ
ホ

ー
ム
予
防
費
は
一
一
一
一
一
一
七
円
一
一
一
三
銭
と
な

っ
て
お
り
、
い
か
に
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
に

力
が
注
が
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

（
四
）
公
益
浴
場
の
改
築

島
村
時
代
の
一
九
二
五
年
に
建
築
さ
れ

た
公
益
浴
場
は
、
一
九
三
四
年
九
月
の
室

戸
台
風
で
半
壊
し
、
さ
ら
に
翌
年
六
月
の

大
雨
で
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
。
そ
こ
で

一
九
一
一
一
六
年
度
に
建
設
費
一
万
三
○
○
○

円
（
府
補
助
金
六
五
○
○
円
）
で
改
築
さ

れ
た
。
同
浴
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

平
家
建
六
五
坪
二
合
三
勺
で
あ
っ
た
。

（
五
）
地
方
改
善
応
急
施
設
事
業

一
九
三
○
年
に
は
じ
ま
る
昭
和
恐
慌
は

と
り
わ
け
被
差
別
部
落
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
た
。
政
府
は
部
落
民
救
済
を
名
目
に

地
方
改
善
応
急
施
設
事
業
を
行
っ
た
。

貝
塚
町
で
は
一
九
三
一
一
年
に
、
国
の
地

方
改
善
応
急
施
設
費
交
付
金
三
五
九
○
円

を
受
け
て
、
臨
時
部
に
三
八
八
四
円
の
地

方
改
善
応
急
施
設
費
を
計
上
し
た
。
内
訳

は
道
路
改
良
費
二
七
四
五
万
円
、
下
水
道

改
良
薑
二
一
三
九
円
で
あ
る
。
次
い
で
一

九
一
一
一
三
年
度
に
は
三
五
九
○
円
（
金
額
国

庫
交
付
金
）
が
計
上
さ
れ
た
。
同
じ
く
内

訳
は
道
路
改
良
費
二
五
九
○
円
、
下
水
道

改
良
費
一
○
○
○
円
で
あ
る
。

な
お
、
土
木
事
業
と
し
て
一
九
三
八
年

度
に
は
用
悪
水
路
改
修
の
た
め
の
九
六
○

円
の
予
算
（
う
ち
国
庫
補
助
金
八
○
○
円
）

が
計
上
さ
れ
た
が
、
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
六
）
共
同
作
業
所

一
九
三
五
年
度
に
木
造
瓦
葺
平
家
建
の

共
同
作
業
所
の
建
築
が
三
○
○
○
円
の
予

算
（
う
ち
府
の
融
和
事
業
施
設
費
補
助
一

五
○
○
円
）
で
行
わ
れ
た
。
共
同
作
業
所

は
全
部
借
地
で
建
物
は
木
造
瓦
葺
平
家

建
、
建
坪
三
○
坪
で
あ
っ
た
。

（
七
）
大
阪
府
公
道
会
泉
南
支
部
貝
塚
町
分
会

公
道
会
分
会
の
活
動
は
村
の
行
政
そ
の

も
の
で
は
な
い
が
、
準
行
政
と
し
て
毎
年

の
町
の
事
務
報
告
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
一
一
三
年
と
一
一
一
六
年
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
「
大
阪
の
部
落
史
通
信
」
七
で
紹
介

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
三
八
年
と
三

九
年
に
つ
い
て
み
る
。
貝
塚
町
分
会
で
は

「
町
民
融
和
ハ
子
供
カ
ラ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
町
内
各
小
学
校
に
お
い
て
講
演
会
と

映
画
会
を
催
し
て
い
る
。
ま
た
高
等
小
学

校
・
青
年
学
校
在
学
者
で
家
計
が
困
難
で

あ
っ
て
学
業
に
熱
心
な
者
に
対
し
て
、
大

阪
府
か
ら
教
育
助
成
金
を
交
付
し
て
い

る
。
そ
の
数
は
一
九
三
八
年
度
で
高
等
小

学
校
在
学
者
一
六
名
（
｜
人
一
三
円
）
、
一

九
三
九
年
度
で
高
等
小
学
校
在
学
者
一
四

名
二
人
一
○
円
）
、
貝
塚
実
業
専
修
学
校

在
学
者
二
名
二
人
一
○
円
）
で
あ
る
。

最
初
に
寺
木
伸
明
（
桃
山
学
院
大
学
）

よ
り
「
近
世
に
お
け
る
箕
面
市
域
の
非
人

番
に
つ
い
て
」
報
告
が
あ
っ
た
。
報
告
要

旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

｜
、
箕
面
市
域
の
非
人
番
に
関
す
る
史
料

末
尾
に
な
っ
た
が
、
私
共
の
議
事
録
閲

覧
に
際
し
い
ろ
い
ろ
と
御
世
話
を
い
た
だ

い
た
貝
塚
市
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
地
元
の
「
東
の
歴

史
と
生
活
を
掘
り
お
こ
す
会
」
で
も
議
事

録
の
分
析
を
進
め
て
お
ら
れ
る
の
で
、
今

後
十
分
な
連
携
を
図
り
、
よ
り
分
析
を
深

め
て
い
き
た
い
。

（
八
）
同
和
促
進
委
員
会

一
九
四
一
一
年
二
月
一
一
五
日
に
貝
塚
市
同

和
促
進
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
『
事
務
報

告
』
は
、
「
十
九
委
員
ノ
委
嘱
発
合
ア
リ
、

関
係
方
面
卜
緊
密
ナ
ル
連
絡
ノ
下
三
区

内
各
般
の
事
項
処
理
一
一
当
リ
ッ
ッ
ア
リ
」

と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
委
員
会
の
事
業
と
し
て
、
同
年

七
月
一
五
日
現
在
で
、
各
業
態
別
に
よ
る

部
落
産
業
基
本
調
査
を
実
施
し
、
今
後
の

施
策
の
上
で
得
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き

い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

研
究
会

、
〃
鋤
刀
必

搬
塗
、

近
世
部
会

九
九
六
年
九
月
二
一
日

の
初
見
は
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
で

あ
り
、
以
降
、
兼
帯
も
含
め
、
各
村
に
ほ

ぼ
置
か
れ
て
い
く
。

二
、
大
坂
町
奉
行
所
↓
天
満
長
吏
↓
（
在

小
頭
）
↓
在
村
の
非
人
番
と
い
う
支
配
系

統
と
、
京
都
町
奉
行
↓
悲
田
院
年
寄
↓
水

尾
村
の
小
頭
↓
在
村
の
非
人
番
と
い
う
系

統
が
あ
る
。

三
、
非
人
番
の
役
目
は
、
「
盗
賊
非
人
政
道
」

で
あ
り
、
盗
賊
の
取
締
り
と
野
非
人
・
「
乞

食
非
人
」
の
排
除
に
あ
る
。

四
、
非
人
番
給
が
支
払
わ
れ
る
と
と
も
に
、

住
居
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
推
定
で
き

る
。

五
、
小
百
姓
と
「
身
分
相
分
り
候
様
」
倹

約
令
が
出
さ
れ
た
り
、
番
非
人
に
よ
る
村

役
人
や
容
疑
者
へ
の
横
暴
が
訴
え
ら
れ
て

い
る
。

六
、
百
姓
。
稔
多
と
別
に
番
非
人
（
文
政

六
年
か
ら
一
橋
領
で
は
番
非
人
で
統
二

と
し
て
別
に
統
計
・
記
録
さ
れ
て
お
り
、

明
治
初
年
の
一
橋
領
全
体
の
身
分
別
統
計

に
も
、
番
非
人
と
し
て
出
て
く
る
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
非
人
番
の
概
念
を

め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
た
。
非
人
番
を
基
本

的
に
は
、
①
農
村
の
自
立
的
生
活
を
自
律

的
に
解
決
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

と
す
る
意
見
と
、
②
農
村
支
配
の
た
め
権

力
的
に
（
制
度
的
に
）
設
置
さ
れ
た
も
の

と
す
る
意
見
に
分
か
れ
た
。
こ
の
違
い
は
、

報研
壁究
叩会

一近｜

鵠’
公会
ノ１－

月
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(5)’997年３月 大阪の部落史通信⑨

最
初
に
福
原
宏
幸
（
大
阪
市
立
大
学
）

よ
り
、
部
落
民
や
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
が

主
要
な
担
い
手
で
あ
る
「
昭
和
四
○
年
代

の
大
阪
履
物
製
造
業
の
動
向
」
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
（
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』

五
巻
に
論
文
収
録
）
。

そ
の
主
な
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

革
靴
製
造
業
と
ケ
ミ
カ
ル
サ
ン
ダ
ル
製
造

業
の
二
つ
の
製
造
業
の
共
通
点
と
し
て
、

①
婦
人
物
中
心
の
生
産
（
流
行
に
左
右
さ

れ
や
す
く
、
多
品
種
少
量
生
産
で
製
品
の

売
れ
行
き
が
大
き
く
変
動
し
企
業
の
安
定

が
確
保
し
に
く
い
）
、
②
生
産
量
（
額
）
は

急
増
し
た
が
規
模
拡
大
せ
ず
、
中
小
零
細

企
業
が
創
業
と
廃
業
を
繰
り
返
し
産
業
と

し
て
存
続
、
③
担
い
手
は
特
定
地
域
内
（
浪

速
・
西
成
・
生
野
）
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集

団
に
限
定
（
こ
れ
ら
の
産
業
が
歴
史
的
に

地
域
の
人
々
の
生
活
基
盤
で
あ
っ
た
し
、

他
方
で
差
別
に
よ
り
外
部
の
労
働
市
場
に

出
に
く
い
人
々
に
労
働
供
給
源
を
求
め
た

非
人
番
の
史
料
上
の
初
見
を
貞
享
年
間
ま

で
遡
ら
せ
う
る
の
か
（
②
）
、
元
禄
期
と
見

る
の
か
（
①
）
の
差
に
も
つ
な
が
り
、
「
非

人
番
即
非
人
身
分
と
は
い
え
な
い
」
と
い

う
①
の
立
場
か
ら
の
問
題
提
起
と
も
か
か

わ
り
、
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

蝋
町会

現
代
部
会

一
九
九
六
年
一
二
月
七
日

長
い
文
章
の
一
部
分
を
他
人
が
抜
き
出

す
と
、
執
筆
者
の
本
意
を
損
な
う
場
合
が

多
い
。
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
本
書
に
収

め
ら
れ
た
近
代
七
編
、
現
代
五
編
の
論
文

の
中
か
ら
、
大
阪
の
近
現
代
部
落
史
研
究

の
課
題
。
視
角
を
示
唆
す
る
文
言
を
抜
粋

し
て
み
よ
う
。

朝
治
武
氏
は
、
「
大
阪
・
西
浜
に
お
け
る

水
平
運
動
」
の
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
で
、

「
府
県
お
よ
び
単
位
水
平
社
に
即
し
た
研

究
視
点
と
方
法
論
が
必
要
」
と
述
べ
て
い

る
（
二
一
四
～
’
二
五
頁
）
。

布
引
敏
雄
氏
は
、
「
大
阪
の
融
和
運
動
・

融
和
事
業
」
の
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
、

た
め
）
、
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
○
年
代
に
は
革
靴
製

造
業
で
は
部
落
内
の
新
た
な
就
労
が
進
ま

ず
、
代
っ
て
部
落
内
の
在
日
韓
国
朝
鮮
人

が
新
た
に
担
い
手
と
な
っ
て
い
き
、
ケ
ミ

カ
ル
サ
ン
ダ
ル
製
造
業
で
は
人
手
不
足
を

多
く
は
在
日
韓
国
朝
鮮
人
の
中
の
下
請
け

業
者
や
内
職
へ
の
労
働
加
重
と
し
て
カ
バ

ー
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
四
○
年
代
末

に
は
商
品
市
場
の
飽
和
化
が
始
ま
り
、
一

股
【Ｉ

評

「
新
修
大
阪
の
部
落
史
」
下
巻

「
昭
和
戦
前
期
の
融
和
運
動
・
融
和
事
業

を
全
面
的
に
否
定
」
す
る
の
は
「
事
実
の

検
証
を
欠
い
た
評
価
の
先
行
」
で
あ
る
と

批
判
し
て
い
る
（
一
一
六
一
一
～
二
六
四
頁
）
。

渡
辺
俊
雄
氏
は
「
戦
後
の
部
落
解
放
運

動
史
」
の
。
多
様
な
運
動
と
組
織
」

の
中
で
、
「
戦
後
の
解
放
運
動
は
、
水
平
運

動
の
歴
史
と
伝
統
だ
け
を
受
け
継
い
だ
の

で
は
な
く
、
部
落
に
よ
っ
て
改
善
運
動
や

融
和
運
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
と
伝

統
を
も
継
承
し
て
出
発
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
（
四
○
六
頁
）
。

＊
＊

｝
」
の
よ
う
な
問
題
一
息
識
な
い
し
指
摘

層
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

報
告
に
対
し
て
、
生
野
で
の
ケ
ミ
カ
ル

サ
ン
ダ
ル
製
造
業
成
立
の
歴
史
的
経
緯
や

革
靴
製
造
業
の
将
来
性
、
部
落
内
企
業
の

労
働
条
件
の
百
・
に
つ
い
て
議
論
が
か
わ

さ
れ
た
。
（
あ
わ
せ
て
「
ご
み
処
理
事
業
の

技
術
と
労
働
ｌ
昭
和
三
○
年
代
⑳
大

阪
市
ｌ
」
「
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
」
四

巻
、
も
読
ま
れ
た
い
。
）

小
山
仁
示
（
関
西
大
学
）

は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま

ず
、
三
氏
の
論
文
を
み
て
い
こ
う
。

朝
治
氏
は
、
単
位
水
平
運
動
史
研
究
の

対
象
を
西
浜
に
設
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

巨
大
都
市
大
阪
の
大
規
模
部
落
で
あ
る
西

浜
地
区
の
史
的
分
析
に
も
つ
な
が
る
。
本

書
で
は
、
朝
治
論
文
よ
り
も
先
に
、
福
原

宏
幸
氏
の
「
水
平
社
創
立
以
前
の
仕
事
と

生
活
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
『
部
落
台
帳
』

や
人
口
統
計
な
ど
を
使
っ
て
西
浜
地
区
の

明
治
・
大
正
期
の
変
容
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
れ
を
読
ん
だ
あ
と
、
朝
治
論
文
の
冒
頭

部
分
（
’
’
’
六
～
二
二
四
頁
）
に
接
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
の
西
浜
地
区
の
概

略
が
鮮
明
と
な
る
。
い
や
、
本
書
を
ひ
も

と
い
て
、
真
っ
先
に
よ
む
べ
き
は
、
こ
の

朝
治
論
文
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

ま
さ
に
「
水
平
運
動
成
立
の
諸
前
提
」
の

み
ご
と
な
叙
述
で
あ
る
。

次
い
で
、
朝
治
論
文
は
栗
須
七
郎
と
初

期
西
浜
水
平
社
、
そ
し
て
ポ
ル
派
、
「
徹
底

的
」
糺
弾
闘
争
・
「
社
会
的
」
糺
弾
闘
争
・

「
人
民
融
和
的
」
糺
弾
闘
争
・
「
挙
国
一
致

的
」
糺
弾
闘
争
、
経
済
更
生
会
、
同
和
運

動
へ
の
合
流
、
人
物
も
沼
田
嘉
一
郎
・
北

井
正
一
・
松
田
喜
三
等
々
、
戦
前
・
戦

中
期
の
多
彩
な
動
き
を
達
意
の
文
章
で
い

き
い
き
と
描
い
て
い
る
。
朝
治
氏
の
「
大

阪
・
西
浜
に
お
け
る
水
平
運
動
」
は
本
書

の
大
き
な
収
穫
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
歴

蝋蝋
汕会

一一現

鱒
)建会

〒：

ノＩ
Ｌ」
－１－

日

I坦
１１

評
小
山
仁
が
〈
関
西
大
学
）

『
新
修
大
阪
の
部
落
史
叫
下
巻
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史
叙
述
の
模
範
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
一
○
年
来
、
戦
時
中

の
水
平
運
動
・
融
和
運
動
史
の
研
究
が
深

化
し
た
。
融
和
運
動
史
の
分
野
で
は
、
布

引
氏
の
『
融
和
運
動
の
史
的
分
析
』
（
明
石

書
店
、
一
九
八
九
年
）
が
そ
の
代
表
的
な

も
の
で
あ
る
。
こ
の
布
引
氏
が
本
書
に
「
大

阪
の
融
和
運
動
・
融
和
事
業
」
を
執
筆
し

た
。
「
事
実
の
検
証
を
欠
い
た
評
価
の
先

行
」
を
激
し
く
批
判
し
、
「
被
差
別
部
落
の

民
衆
に
と
っ
て
現
実
的
に
役
に
立
つ
運

動
・
事
業
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
」
を
判
断

基
準
と
す
る
布
引
氏
が
大
阪
を
研
究
対
象

と
し
た
こ
と
は
、
大
阪
の
部
落
史
に
と
っ

て
大
き
な
力
で
あ
る
。

布
引
論
文
は
力
作
で
あ
る
。
社
会
事
業

先
進
地
大
阪
の
地
方
改
善
事
業
（
融
和
事

業
）
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
あ
く

ま
で
も
資
料
に
依
拠
し
つ
つ
、
分
析
を
進

め
て
い
る
。
二
八
二
頁
の
「
表
３
大
阪

府
の
地
方
改
善
事
業
」
は
『
融
和
事
業
年

鑑
』
各
年
版
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

同
年
鑑
の
い
さ
さ
か
や
や
こ
し
い
記
述
が

正
し
く
整
理
さ
れ
て
い
る
（
ご
く
細
部
に

注
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
問
題
で
は
な

い
）
。
こ
の
程
度
の
仕
事
は
、
布
引
氏
ほ
ど

の
研
究
者
に
と
っ
て
は
な
ん
で
も
な
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
簡
単
に
み
え
る

表
ひ
と
つ
作
る
の
に
も
、
細
心
の
注
意
が

必
要
な
例
と
し
て
あ
え
て
触
れ
た
。
本
書

収
録
の
他
の
論
文
の
中
に
は
、
「
細
心
の
注

意
」
を
欠
い
た
表
・
図
が
い
く
つ
か
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
二
七
一
頁
の
「
戦
前
の

部
落
解
放
運
動
と
行
政
の
関
係
概
念
図
」

に
も
、
布
引
氏
の
苦
心
が
推
察
で
き
る
。

「
社
会
事
業
と
融
和
事
業
」
「
改
善
と
融
和

の
用
語
概
念
」
な
ど
、
一
行
一
行
に
意
味

が
あ
る
。
布
引
氏
の
考
え
が
あ
る
。
自
信

を
も
っ
て
到
達
し
た
結
論
と
察
す
る
が
、

議
論
の
生
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
。

｜
股
に
、
関
西
地
方
の
融
和
団
体
は
、

大
正
後
期
に
行
政
の
手
に
よ
っ
て
、
府
県

単
位
で
続
々
と
つ
く
ら
れ
た
。
大
阪
だ
け

が
お
く
れ
て
、
一
九
二
八
年
二
月
に
至
っ

て
大
阪
府
公
道
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

間
、
大
阪
府
内
で
は
郡
単
位
で
泉
南
郡
誠

和
会
二
九
二
四
年
設
立
）
な
ど
が
誕
生

し
て
、
改
善
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

都
市
ス
ラ
ム
と
貧
民
を
多
く
か
か
え
、
社

会
事
業
先
進
地
の
大
阪
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
全
府
的
規
模
で
の
被
差
別
部
落
だ
け

を
対
象
と
し
た
施
策
が
た
ち
お
く
れ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
水
平
社
と
の
競
合
を
回

避
し
た
姿
勢
も
う
か
が
わ
れ
る
。
私
と
し

て
は
一
九
二
五
年
二
月
全
国
融
和
聯
盟
創

立
、
同
五
月
全
国
融
和
事
業
大
会
、
同
九

月
中
央
融
和
事
業
協
会
開
設
か
ら
、
つ
い

に
一
九
二
八
年
四
月
に
融
和
促
進
に
関
す

る
内
相
訓
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
い
う
中
央

政
府
の
動
向
を
受
け
て
、
大
阪
で
も
府
単

位
の
公
道
会
設
立
と
な
っ
た
こ
と
自
体
に

注
目
し
た
い
。
府
は
誠
和
会
を
ま
ず
町
村

単
位
、
次
い
で
郡
単
位
、
そ
の
上
で
府
全

〈
現
代
〉

〈
近
代
〉

索
引

戦
後
・
同
和
教
育
の
あ
ゆ
み

戦
後
・
同
和
行
政
の
変
遷

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
史

部
落
の
実
態
変
化

戦
後
の
部
落
の
概
況
と
研
究
の
現
状

水
平
社
創
立
後
の
融
和
教
育

大
阪
の
融
和
運
動
・
融
和
事
業

大
阪
・
西
浜
に
お
け
る
水
平
運
動

水
平
社
創
立
後
の
仕
事
と
生
活

水
平
社
創
立
以
前
の
教
育
と
部
落

水
平
社
創
立
以
前
の
仕
事
と
生
活

近
代
部
落
史
研
究
の
現
状

「
解
放
令
」
前
後
の
部
落

『
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
下
巻
も
く
じ

ｌ
高
度
経
済
成
長
を
中
心
に
Ｉ

体
の
組
織
を
つ
く
る
方
針
で
あ
っ
た
と
い

う
が
、
一
九
一
一
三
年
四
月
に
自
治
体
と
し

て
の
郡
制
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
’
九
二

中
野
陸
夫

金
井
宏
司

渡
辺
俊
雄

布
引
敏
雄

朝
治
武

渡
辺
俊
雄

湯
浅
孝
子

吉
原
智
博

福
原
宏
幸

石
元
清
英

北
崎
豊
二

秋
定
嘉
和

三
原
容
子

近
代
部
落
史
研
究
の
現
状

〈
近
代
〉

「
解
放
令
一
前
後
の
部
落

水
平
社
創
立
以
前
の
仕
事
と
雄
活

水
平
社
創
立
以
前
の
教
育
と
部
落

水
平
社
創
立
後
の
仕
事
と
生
活

大
阪
・
両
浜
に
お
け
る
水
軍
運
動

大
阪
の
融
和
運
動
・
融
和
事
業

水
平
社
創
立
後
の
融
和
教
育

〈
現
代
〉

戦
後
の
部
落
の
概
況
と
研
究
の
現
状

部
落
の
実
態
変
化

高
度
経
済
成
長
を
広
‐
心
に

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
史

戦
後
・
同
和
行
政
の
変
遷

戦
後
・
同
和
教
育
の
あ
ゆ
み

索
引

秋
定
嘉
和

北
崎
豊
三

福
原
宏
幸

吉
脱
智
博

亘
原
容
子

朝
治
武

布
引
敏
雄

湯
浅
孝
子

渡
辺
俊
雄

石
元
清
英

渡
辺
俊
雄

金
井
宏
司

中
野
陸
夫

「
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
下
巻
も
く
じ
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六
年
七
月
に
は
行
政
機
関
と
し
て
の
郡

長
・
郡
役
所
も
消
滅
し
た
。
こ
の
面
か
ら

も
、
府
が
融
和
運
動
の
前
面
に
出
る
必
要

が
生
じ
て
い
た
と
私
は
思
う
。

こ
の
あ
と
、
都
市
融
和
事
業
の
開
始
、

経
済
更
生
会
の
設
立
、
部
落
厚
生
皇
民
運

動
、
水
融
提
携
と
歴
史
は
変
転
す
る
が
、

布
引
氏
は
「
経
済
更
生
会
は
部
落
民
衆
の

生
活
擁
護
の
た
め
に
ア
ジ
ア
侵
略
の
片
棒

を
か
つ
い
だ
」
が
、
そ
れ
は
「
部
落
民
に

と
っ
て
役
に
立
つ
組
織
」
で
あ
り
、
「
部
落

改
善
運
動
の
域
を
ぬ
け
て
差
別
解
消
を
も

視
野
に
入
れ
た
運
動
と
な
る
べ
き
も
の
」

で
あ
っ
た
し
、
「
戦
後
の
行
政
闘
争
の
基
盤

と
な
っ
た
」
と
評
価
す
る
。
歴
史
の
評
価

と
は
む
ず
か
し
い
も
の
で
あ
る
。
布
引
氏

の
い
う
と
お
り
、
「
事
実
の
検
証
」
を
続
け

よ
う
。
な
お
、
文
末
に
こ
の
論
文
で
は
「
行

政
文
書
を
史
料
と
し
て
利
用
で
き
な
か
っ

た
こ
と
」
が
「
最
も
残
念
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
近
き
日
、
行
政
文
書
を
駆
使
し
た

同
氏
の
研
究
成
果
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に

大
い
に
期
待
し
た
い
。

渡
辺
氏
は
「
戦
後
の
部
落
の
概
況
と
研

究
の
現
状
」
と
「
戦
後
の
部
落
解
放
運
動

史
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
、

大
阪
府
域
の
実
態
を
も
と
に
「
戦
前
の
水

平
運
動
と
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
は
、
組

織
的
に
は
必
ず
し
も
す
べ
て
が
直
結
し
た

い
た
わ
け
で
は
な
い
」
、
「
水
平
運
動
も
融

和
運
動
も
ひ
っ
く
る
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

義
や
限
界
を
含
め
て
、
戦
後
の
解
放
運
動

は
受
け
継
い
で
い
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。

正
当
な
指
摘
だ
が
、
議
論
を
呼
ぶ
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
組
織
的
に
直
結
し
て
い
な

く
て
も
、
水
平
社
の
伝
統
を
意
識
的
に
継

承
し
た
か
ら
こ
そ
、
部
落
解
放
同
盟
の
各

地
域
支
部
の
戦
闘
性
が
発
揮
で
き
た
と
の

共
通
理
解
の
上
で
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
と

伝
統
を
も
継
承
し
て
出
発
し
た
」
こ
と
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
渡
辺
論

文
は
「
事
実
、
泉
南
地
方
で
は
戦
前
に
水

平
社
は
つ
い
に
組
織
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
を
代
位
す
る
か
の
よ
う
に
か
な
り
活

発
に
融
和
運
動
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
戦

後
は
初
期
か
ら
青
年
同
盟
の
影
響
も
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
布
引
論
文
を
引

き
継
い
だ
形
に
な
っ
て
い
る
。

＊
＊

一
二
氏
の
労
作
に
中
途
半
端
に
触
れ
た
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
私
と
し
て
は
本
書
を
読

ん
で
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た
。
石
元
清
英

氏
の
「
部
落
の
実
態
変
化
ｌ
高
度
経
済
成

長
期
を
中
心
に
ｌ
」
は
部
落
の
大
き
な
変

容
を
明
確
に
し
、
全
体
の
序
文
に
あ
た
る

秋
定
嘉
和
氏
の
「
近
代
部
落
史
研
究
の
現

状
」
は
、
大
阪
の
近
代
部
落
史
に
関
す
る

研
究
文
献
を
コ
メ
ン
ト
つ
き
で
紹
介
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
す
べ
て
の
論
文
が
部
落

史
の
勉
強
を
始
め
た
ば
か
り
の
私
に
と
つ

松
下
圭
一
さ
ん
の
『
日
本
の
自
治
・
分

権
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
一
月
）
は

こ
れ
か
ら
の
自
治
・
分
権
や
市
民
運
動
の

あ
り
方
、
情
報
公
開
に
関
す
る
提
言
な
ど
、

多
く
の
提
言
を
し
て
い
る
が
、
本
書
で
松

下
さ
ん
は
、
今
日
に
な
っ
て
自
治
・
分
権

が
大
き
な
議
論
に
な
っ
て
い
る
背
景
に

は
、
近
代
化
と
い
う
工
業
化
。
民
主
化
の

日
本
な
り
の
成
熟
が
あ
る
と
い
う
。
松
下

さ
ん
は
、
こ
れ
を
「
都
市
型
社
会
へ
の
移

行
」
と
も
呼
ん
で
い
る
（
一
六
頁
）
。

一
九
六
○
年
か
ら
七
○
年
代
に
か
け

て
、
日
本
の
社
会
は
シ
ピ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム

の
量
充
足
の
段
階
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
保

守
・
革
新
の
対
立
は
「
国
直
結
の
産
業
開

発
」
（
保
守
）
か
「
市
民
参
加
に
よ
る
市
民

て
有
益
で
あ
っ
た
。
部
分
的
に
は
納
得
で

き
な
い
箇
所
の
多
い
論
文
に
も
、
教
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
な
お
、
辛
末

に
「
し
ん
み
」
と
三
箇
所
で
ル
ビ
を
つ
け

る
よ
う
な
不
注
意
は
困
る
。
執
筆
者
の
多

一
、
松
下
圭
一
『
日
本
の
自
治
・
分
権
』

祝

IＩｆ
Ｊｂｍ

戦
後
運
動
史
の
構
想

渡
辺
俊
雄
（
部
落
解
放
研
究
所
）

福
祉
」
（
革
新
）
か
に
あ
り
、
市
民
運
動
は

多
く
の
革
新
自
治
体
を
実
現
し
た
。

’
九
八
○
年
代
に
な
っ
て
シ
ビ
ル
・
ミ

ニ
マ
ム
の
量
充
足
の
見
通
し
が
立
っ
た
段

階
で
、
革
新
自
治
体
が
そ
の
役
割
を
終
え

た
。
’
九
九
○
年
代
の
今
、
シ
ピ
ル
・
ミ

ニ
マ
ム
の
質
充
足
の
時
代
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
市
民
自
治
と
い
う
発
想
が
重
要
と
な

る
。
市
民
自
治
と
は
「
自
治
か
ら
出
発
す

る
市
民
運
動
を
土
台
に
、
自
治
体
改
革
を

と
お
し
て
、
日
本
の
教
育
、
行
政
、
政
策
、

制
度
、
つ
い
で
社
会
科
学
を
官
治
・
集
権

型
か
ら
自
治
・
分
権
型
に
転
換
」
（
三
一
頁
）

す
る
こ
と
で
あ
る
。

今
日
の
状
況
を
、
松
下
さ
ん
の
よ
う
に

「
都
市
型
社
会
へ
の
移
行
」
「
都
市
化
」
と

呼
ぶ
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る

し
、
’
九
六
○
年
代
。
七
○
年
代
の
市
民

運
動
を
「
モ
ノ
ト
リ
型
の
市
民
運
動
」
と

く
が
「
大
阪
府
下
」
「
府
下
」
と
表
現
し
て

い
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。
｜
般
紙

は
「
大
阪
府
内
」
「
府
内
」
と
書
く
。
御
一

考
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

棚

Ｉｉｉ
ｊｂリ、

渡
辺
俊
雄
（
部
落
解
放
研
究
所
）

戦
後
運
動
史
の
構
想



大阪の部落史通信 (8)

／
一
九
四
五
年
～
五
○
年
代
／

松
下
さ
ん
の
本
で
は
ほ
と
ん
ど
検
討
の

対
象
外
に
な
っ
て
い
る
が
、
敗
戦
後
か
ら

一
九
五
○
年
代
に
か
け
て
の
解
放
運
動

は
、
大
阪
の
部
落
史
で
は
大
き
な
意
義
を

持
つ
。
お
そ
ら
く
『
大
阪
の
部
落
史
』
史

料
編
・
現
代
（
二
巻
）
の
う
ち
一
巻
は
、

こ
の
時
代
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
期
、
ま
だ
「
市
民
運
動
」
と
い

う
概
念
が
成
立
す
る
土
壌
が
な
か
っ
た
か

ら
、
運
動
じ
た
い
政
党
か
ら
の
支
配
、
行

政
へ
の
依
存
な
ど
、
限
界
や
不
十
分
さ
を

抱
え
た
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
時
代
な
り
に

光
る
理
念
や
運
動
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

表
現
す
る
の
が
適
当
か
ど
う
か
、
議
論
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
松
下
さ
ん
の

議
論
に
登
場
す
る
「
市
民
」
あ
る
い
は
「
市

民
運
動
」
は
理
念
型
で
あ
っ
て
キ
レ
イ
す

ぎ
る
、
と
一
一
一
一
口
う
批
判
も
あ
る
。

そ
う
し
た
批
判
は
承
知
し
て
い
る
が
、

大
き
な
流
れ
と
し
て
日
本
が
市
民
社
会
へ

と
進
ん
で
い
る
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。
松

下
さ
ん
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
戦
後
の
部

落
解
放
運
動
の
歩
み
や
今
日
の
課
題
を
検

証
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

一
「
戦
後
の
運
動
史
を
ど
う
見
る
か

／
’
九
六
○
年
代
／

’
九
六
○
年
代
に
入
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
階
層
の
市
民
運
動
が
活
発
に
な
る
。
そ

の
背
景
と
し
て
拙
稿
「
戦
後
の
部
落
解
放

運
動
史
」
言
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
下

巻
）
で
は
、
主
に
高
度
経
済
成
長
（
あ
る

い
は
経
済
大
国
化
）
の
矛
盾
の
拡
大
が
市

民
の
各
層
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
が
、
松
下
さ
ん
の
よ
う
に
六
○
年

代
の
市
民
社
会
の
成
熟
と
い
う
視
点
を
持

っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

市
民
社
会
の
成
熟
と
は
全
般
的
な
学
歴

る
。
で
き
る
だ
け
地
域
に
即
し
た
動
き
、

青
年
や
女
性
、
生
活
改
善
運
動
な
ど
の
資

料
を
拾
い
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

五
○
年
代
後
半
か
ら
始
ま
る
大
阪
市
内
で

の
住
宅
・
教
育
・
生
業
資
金
な
ど
を
求
め

た
運
動
や
、
朝
日
新
聞
社
へ
の
糾
弾
か
ら

人
権
週
間
の
連
載
記
事
掲
載
、
週
刊
朝
日

の
特
集
企
画
は
、
そ
う
し
た
運
動
の
経
験

の
う
え
に
登
場
す
る
。

と
こ
ろ
で
大
阪
府
域
で
は
、
一
九
六
一

年
に
水
本
村
が
寝
屋
川
市
に
合
併
し
た
の

を
最
後
に
、
町
村
合
併
が
ほ
ぼ
終
わ
る
。

戦
後
の
部
落
の
変
貌
と
い
う
時
、
私
自
身

も
主
に
高
度
経
済
成
長
前
後
の
実
態
の
変

化
を
念
頭
に
置
い
て
き
た
が
、
今
後
は
そ

れ
と
同
時
に
、
町
村
合
併
の
持
つ
意
味
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

の
向
上
と
市
民
と
し
て
の
自
治
訓
練
の
蓄

積
二
五
七
頁
）
だ
と
す
れ
ば
、
部
落
解

放
運
動
で
は
そ
の
学
歴
と
（
組
織
労
働
者

と
し
て
の
）
訓
練
に
お
い
て
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
を
持
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
部
落
解
放
運
動
で
は
あ
っ
た

が
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
特
異
な
位
置
に

な
る
運
動
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
一
九
六

○
年
代
の
部
落
解
放
運
動
は
多
く
の
人
を

引
き
付
け
る
魅
力
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
魅
力
と
は
、
な
に
よ
り
も
地
域
の

要
求
を
掘
り
起
こ
し
、
ム
ラ
の
お
っ
ち
ゃ

ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
子
ど
も
を
含
め
た

大
衆
的
な
運
動
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
住
宅
や
道
路
建
設
、
学
校
や
保
育

所
の
整
備
な
ど
、
具
体
的
な
成
果
を
目
の

当
た
り
に
し
、
解
放
運
動
の
実
力
に
驚
い

た
。
シ
ピ
ル
。
ミ
ニ
マ
ム
の
量
の
充
足
を

徹
底
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
闘
い

の
成
果
を
、
同
和
事
業
促
進
協
議
会
と
い

う
組
織
で
民
主
的
に
管
理
す
る
と
い
う
発

想
も
新
鮮
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
現
実
に
は
そ
う
し
た
運
動
の

発
展
が
一
九
六
○
年
代
初
め
か
ら
す
ぐ
に

起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
九
六
五
年

の
「
同
対
審
」
答
申
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
戦
後
の
部
落

史
の
時
期
区
分
は
一
九
六
五
年
に
設
け
る

方
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

／
一
九
七
○
年
代
／

一
九
七
○
年
代
、
部
落
問
題
の
上
で
は

同
和
対
策
事
業
の
進
展
に
よ
っ
て
、
シ
ピ

ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
量
の
充
足
が
進
ん
だ
。

そ
の
意
義
は
、
大
き
い
。

ま
ず
第
一
に
、
部
落
の
実
態
が
大
き
く

改
善
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
部
落
の

階
層
構
造
、
あ
る
い
は
住
民
の
意
識
の
面

で
も
、
す
で
に
あ
っ
た
多
様
性
が
さ
ら
に

進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
そ
の
事
業
を
実
施
す
る
過
程

で
、
住
民
の
自
治
と
い
う
観
点
か
ら
も
貴

重
な
経
験
を
し
た
。
つ
ま
り
、
総
合
的
な

街
づ
く
り
に
関
し
て
、
学
者
な
ど
の
協
力

を
得
な
が
ら
自
ら
対
案
を
出
し
、
行
政
に

も
地
域
と
の
協
議
・
合
意
を
抜
き
に
事
業

を
進
め
な
い
原
則
を
確
立
し
た
。
お
そ
ら

く
こ
の
意
味
で
、
市
民
運
動
が
部
落
解
放

研
究
所
と
い
う
研
究
機
関
を
持
っ
た
こ
と

の
意
味
は
大
き
い
。

第
四
は
、
「
反
部
落
差
別
」
「
反
差
別
」

と
い
う
要
求
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
松
下

さ
ん
が
一
一
一
一
百
う
「
政
治
・
行
政
へ
の
市
民
規

範
の
導
入
」
（
二
二
頁
）
を
実
現
し
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
後
に
同
和
対
策
室
が
人
権

啓
発
室
に
拡
充
あ
る
い
は
発
展
し
た
り
、

同
和
教
育
推
進
協
議
会
が
人
権
啓
発
推
進

協
議
会
へ
発
展
し
て
い
く
。

第
五
に
問
題
は
、
そ
う
し
た
部
落
解
放



(9)’997年３月 大阪の部落史通信⑨

運
動
の
発
展
の
な
か
で
、
次
の
運
動
の
発

展
を
見
越
し
た
新
し
い
質
を
獲
得
で
き
た

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

’
九
七
二
年
、
・
大
阪
府
連
は
第
二
○
回

大
会
で
、
他
の
都
府
県
連
に
先
駆
け
て
「
組

織
の
質
的
転
換
」
を
提
唱
し
た
。
一
九
六

○
年
代
の
な
か
ば
以
降
、
全
国
で
も
っ
と

も
徹
底
し
て
要
求
闘
争
を
組
織
し
、
要
求

を
実
現
さ
せ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
質
の
充

実
と
い
う
問
題
意
識
も
い
ち
早
く
生
ま
れ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
場
合
の
組
織
の
質
的
強

化
の
内
容
は
、
主
と
し
て
社
会
科
学
で
理

論
武
装
す
る
、
つ
ま
り
階
級
意
識
の
強
化

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
意
識

性
・
組
織
性
を
強
め
る
と
い
う
意
味
合
い

で
あ
っ
て
、
松
下
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う

な
シ
ピ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
質
の
充
実
と
か
、

そ
う
し
た
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
市
民

運
動
と
し
て
の
新
し
い
質
、
市
民
自
治
と

い
う
資
質
を
獲
得
す
る
と
い
っ
た
問
題
意

識
は
、
少
な
く
と
も
私
に
は
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
。

ま
た
、
部
落
出
身
者
の
モ
デ
ル
は
依
然

と
し
て
水
平
社
時
代
の
部
落
民
像
で
あ

り
、
『
破
戒
』
の
丑
松
は
否
定
的
な
人
物
で

あ
り
続
け
た
し
、
部
落
の
外
に
積
極
的
に

打
っ
て
出
て
市
民
社
会
の
な
か
で
生
き
て

い
く
新
し
い
モ
デ
ル
が
意
識
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

／
’
九
八
○
年
代
、
九
○
年
代
／

一
九
八
○
年
代
に
入
り
、
部
落
解
放
運

動
は
「
第
三
期
の
解
放
運
動
」
を
提
唱
し
、

部
落
解
放
基
本
法
の
制
定
や
自
治
体
で
の

条
例
。
宣
言
の
闘
い
、
反
差
別
国
際
運
動

の
結
成
（
国
連
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
登
録
の
実
現
）

な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
目

標
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
運
動
の
質
と

い
う
点
か
ら
見
た
時
、
部
落
解
放
運
動
は

変
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

松
下
さ
ん
は
、
市
民
文
化
を
ど
う
つ
く

る
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
市
民
文
化

と
は
自
治
思
想
プ
ラ
ス
市
民
訓
練
の
こ
と

だ
と
し
て
い
る
（
’
三
○
頁
）
。
と
す
れ
ば
、

部
落
解
放
あ
る
い
は
部
落
差
別
の
な
い
社

会
を
市
民
の
文
化
と
し
て
、
あ
る
い
は
「
市

民
自
治
」
と
し
て
ど
う
実
現
し
て
い
く
の

か
と
い
う
発
想
を
も
っ
と
持
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、

第
三
期
の
部
落
解
放
運
動
の
課
題
で
は
な

い
か
と
思
う
。

松
下
さ
ん
は
、
市
民
活
動
の
条
件
と
し

て
賃
金
の
上
昇
、
シ
ピ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の

量
充
足
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
教
養
と
余

暇
の
拡
大
を
上
げ
て
い
る
（
一
五
三
頁
）
。

今
、
部
落
解
放
運
動
あ
る
い
は
部
落
の
実

態
に
、
上
記
の
市
民
活
動
の
条
件
と
し
て

欠
け
て
い
る
も
の
は
、
基
本
的
に
は
な
い
。

し
か
し
、
部
落
解
放
運
動
の
あ
り
方
、

あ
る
い
は
組
織
の
現
状
は
、
基
本
的
に
行

①
大
規
模
・
都
市
型
の
部
落
が
多
く
、

人
口
の
流
出
・
流
入
、
混
住
が
激
し
い
こ

と
に
規
定
さ
れ
て
、
旧
来
の
水
平
社
型
の

差
別
の
怒
り
を
バ
ネ
に
す
る
解
放
運
動
が

組
織
し
に
く
か
っ
た
こ
と
。

②
反
面
、
徹
底
し
て
部
落
の
住
民
の

要
求
を
組
織
化
し
た
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
、

曲
が
り
な
り
に
も
、
解
放
運
動
が
市
民
運

動
と
し
て
形
態
を
も
っ
た
。
こ
う
し
た
運

以
上
の
よ
う
な
概
観
を
踏
ま
え
て
、
最

後
に
大
阪
に
特
徴
的
な
解
放
運
動
の
あ
り

方
を
ま
と
め
て
お
く
。

政
へ
の
要
求
闘
争
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

要
求
組
織
（
悪
く
一
一
一
一
口
え
ば
、
圧
力
団
体
）

と
い
う
性
格
を
脱
皮
で
き
て
い
な
い
よ
う

に
思
う
。
松
下
さ
ん
流
に
一
一
一
一
百
え
ぱ
、
運
動

と
組
織
を
〈
文
化
化
〉
す
る
こ
と
、
と
一
一
一
一
口

い
換
え
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
新
し
い
芽
ぶ
き
は
『
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
ッ
』
の
「
部
落
解
放
運
動
は
今
」

の
欄
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
地

で
徐
々
に
で
は
あ
る
が
出
て
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
だ
、
全
体
と
し
て
転

換
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
部
落
解
放

運
動
の
第
三
期
は
、
提
唱
さ
れ
て
一
○
年

立
つ
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

二
、
大
阪
的
な
特
徴
と
は

動
を
「
モ
ノ
ト
リ
」
だ
と
い
う
批
判
は
、

当
時
か
ら
解
放
運
動
の
な
か
に
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
大
阪
の
部
落
が
置
か
れ
た
条

件
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
同
時
に
、
京
都

の
朝
田
善
之
助
に
対
す
る
大
阪
の
松
田
喜

一
と
い
う
、
指
導
者
の
個
性
に
も
関
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

③
こ
う
し
た
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の

量
の
充
足
を
早
急
に
実
現
し
て
い
っ
た
か

ら
こ
そ
、
質
へ
の
着
目
も
他
府
県
に
比
べ

て
早
か
っ
た
。

④
「
同
対
審
」
答
申
以
後
の
路
線
対

立
の
な
か
で
、
他
府
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の

共
産
党
員
が
正
常
化
連
に
走
っ
た
の
に
対

し
て
、
大
阪
の
解
放
運
動
に
は
か
っ
て
の

共
産
党
員
の
「
部
落
派
」
が
残
っ
た
。
全

国
的
に
見
れ
ば
早
い
路
線
の
修
正
（
組
織

の
質
的
転
換
）
が
提
起
さ
れ
た
背
景
の
一

つ
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
る
。

⑤
ま
た
上
田
選
挙
を
通
し
て
、
青
年

層
を
育
成
し
、
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
世
代

交
代
も
実
現
し
、
大
阪
の
解
放
運
動
を
に

な
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
上
田
選
挙
は
部

落
の
企
業
者
を
組
織
し
た
闘
い
で
も
あ
っ

た
。
大
阪
の
解
放
運
動
が
地
域
ぐ
る
み
の

運
動
と
し
て
発
展
し
た
。

⑥
そ
し
て
大
阪
の
部
落
解
放
運
動

は
、
人
権
と
い
う
分
野
で
の
「
政
策
の
開

発
」
に
実
績
を
積
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
限
界

は
あ
れ
市
民
運
動
、
市
民
自
治
と
い
う
芽



大阪の部落史通信 (10）

葬
式
の
色
と
い
う
と
黒
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
が
、
本
来
そ
れ
は
白
で
あ
り
、

喪
服
も
白
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
統
的
な
習

俗
が
近
年
ま
で
府
内
の
被
差
別
部
落
に
は

っ
き
り
と
残
っ
て
い
た
。
和
泉
地
方
で
も
、

死
者
に
白
い
着
物
を
着
せ
棺
に
納
め
、
棺

し
ら
き
ご
し

を
白
木
輿
に
の
せ
て
野
辺
の
送
り
を
す

か
み
し
も
は
か
ま

る
。
男
は
白
い
袴
と
袴
、
女
は
嫁
入
り
の

む
く

時
に
も
使
う
白
無
垢
、
も
し
く
は
カ
ヅ
キ

ぞ
う
り

と
い
う
白
い
布
を
頭
か
ら
か
ぶ
り
、
草
履

は
な
お

の
自
雰
緒
に
ま
で
白
紙
を
巻
き
結
び
、
白
ず

く
め
の
い
で
た
ち
で
あ
っ
た
。

野
辺
送
り
に
白
一
色
の
装
束
で
参
列
す

る
こ
と
は
、
昔
は
当
た
り
前
で
あ
っ
た
。

ひ
で
ひ
ら

例
え
ば
『
菫
我
経
記
』
の
「
秀
衡
死
去
の
事
」

し
ろ
ぎ
ぬ

に
は
、
「
若
君
も
判
官
殿
と
同
じ
様
に
白
衣

を
召
し
て
、
野
辺
の
送
り
を
し
た
ま
へ

り
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
葬
列
に
連
な
る
白

装
束
の
女
性
を
、
岡
山
県
御
津
郡
な
ど
で

は
シ
ロ
ド
モ
（
白
伴
）
、
長
崎
県
島
原
地
方

で
は
、
女
性
が
白
衣
を
ま
と
い
綿
帽
子
で

ぱ
え
が
そ
れ
な
り
に
あ
る
運
動
で
は
な
い

か
。こ
う
し
た
特
徴
が
、
『
大
阪
の
部
落
史
』

厩
篝
総
一
議
議
議
繊
篝
熟
議
｝
霧
鍵
鶴
四
総
繼
佃
譲
灘
灘
臓
騨

葬
式
と
白
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

顔
を
覆
い
包
む
こ
と
を
シ
ロ
ギ
ン
、
長
野

県
諏
訪
・
佐
久
地
方
で
は
白
い
半
糯
神
の

よ
う
な
も
の
を
シ
ロ
（
ま
た
は
イ
ロ
）
と

い
み
こ
と
ば

称
し
て
用
い
る
。
シ
ロ
は
已
○
詞
と
さ
れ
、

反
対
の
イ
ロ
と
呼
ぶ
習
俗
は
多
い
。
「
色
直

し
」
と
い
う
と
、
白
を
直
す
こ
と
で
、
結

婚
式
で
も
用
い
る
言
葉
で
あ
る
。

葬
式
の
白
は
こ
の
ほ
か
に
も
見
ら
れ
た

は
ず
で
あ
る
。
か
っ
て
は
、
死
者
を
弔
う

い
く
り
ゅ
う

し
ら
は
り
ち
よ
う

白
い
旗
が
幾
旗
か
は
た
め
き
、
白
張
提

ち
ん

燈
も
あ
っ
た
。
『
夜
明
け
前
』
の
第
一
一
部
に

は
、
「
高
く
掲
げ
た
一
対
の
白
張
提
燈
を
案

内
に
し
て
、
旧
庄
屋
の
遺
骸
が
そ
の
後
に

続
い
た
」
と
描
か
れ
て
い
る
の
が
参
考
に

な
ろ
う
。

た
な

死
者
の
顔
に
も
白
い
手
布
を
か
ぶ
せ
る

が
、
こ
れ
も
柿
本
人
麻
呂
が
妻
の
死
を
泣

し
ろ
た
へ
あ
ま
ひ
れ
が
く

き
悲
し
ん
だ
歌
「
白
妙
の
天
領
巾
隠
り

：
…
・
」
（
万
葉
巻
一
一
’
二
一
一
一
一
）
に
見
え
る

よ
う
に
、
妻
の
遺
体
に
呪
力
あ
る
白
い
ヒ

レ
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
と
同
じ
意
味
が
あ
っ

史
料
編
・
現
代
で
表
現
で
き
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
れ
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
葬
礼
に
白

が
必
要
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

高
岡
功
は
、
「
会
葬
者
が
白
い
着
物
（
色
も

の
）
を
着
る
の
は
、
死
人
に
は
白
い
着
物

を
着
た
人
し
か
見
え
な
い
か
ら
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
」
（
『
高
志
路
』
一
二
四
号
）
と

い
う
興
味
深
い
民
俗
事
例
を
報
告
し
て
い

る
。

一
方
、
白
は
誕
生
の
色
で
も
あ
る
。
『
紫

式
部
日
記
』
な
ど
を
見
て
も
、
中
宮
彰
子

の
出
産
に
は
白
い
産
室
が
用
意
さ
れ
て
い

ゆ
う
そ
く
と
、
つ

る
。
有
職
故
実
に
よ
る
と
、
王
朝
時
代
の

出
産
は
、
一
切
を
白
装
束
、
白
ず
く
め
に

改
め
た
白
い
空
間
を
必
要
と
し
、
畳
の
へ

り
に
は
白
布
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
唐
紙
な

ど
も
白
一
色
に
紙
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ

さ
ん
か
い
き
じ

た
。
中
山
忠
親
の
日
記
『
山
槐
記
』
の
治

し
よ
う

承
一
一
年
（
一
一
七
八
）
十
一
月
十
一
一
日
の

条
に
、
中
宮
徳
子
の
産
所
奉
仕
に
触
れ
て
、

き

「
女
房
皆
こ
と
罫
」
と
く
白
装
束
を
箸
る
」

（
原
漢
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
産
所
で
の

と
う
じ
き

当
色
は
白
と
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。生
と
死
と
は
、
と
も
に
あ
の
世
と
こ
の

世
と
の
霊
魂
の
去
来
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

魂
の
去
来
が
白
と
い
う
色
の
も
と
で
行
な

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

シ
フ
。死
か
ら
生
へ
の
ウ
マ
レ
キ
ョ
マ
リ
で
有

古
代
’
三
月
二
二
日
一
士
｝
午
後
二
時

「
考
古
学
か
ら
み
た
支
配
層
の

成
立
過
程
」
…
…
積
山
洋

近
世
’
四
月
二
六
日
一
士
）
午
後
二
時

「
箕
面
の
近
世
部
落
の
成
立
と

変
遷
」
…
…
寺
木
伸
明

近
代
’
’
三
月
二
二
日
（
土
）
午
後
二
時

「
書
評
／
『
新
修
大
阪
の
部

落
史
』
下
巻
」
…
…
小
山
仁
示

弓
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
に

つ
い
て
」
…
…
伊
藤
悦
子

現
代
’
’
三
月
二
八
・
二
九
日
（
金
・
土
）

「
史
料
編
・
現
代
の
第
一
次
案

の
検
討
」

し
ら
や
ま

名
な
「
白
山
行
事
」
で
永
□
、
白
い
建
物
の

中
に
鼈
る
が
、
こ
れ
も
白
の
も
つ
再
生
の

呪
力
に
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

研
究
会
・
日
程

葬
式
と
白
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

麺
祷
網
議
鶴
議
鍔
瓢
識
議
麹
親
瀦
鑓
議
譲
娠
》
一


